横隔膜神経ノ解剖学的及ビ組織学的知見補遺 by 松井, 義雄
Title横隔膜神經ノ解剖學的及ビ組織學的知見補遺
Author(s)松井, 義雄




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University






































? ? ? 『
? ? ? ?
? 。 『
?



























































































































































































































fei髄番貌 年齢（身長） 性別 備 考
第一統 10ヶ月胎児 ♀ 雨 餌iJ
第二就 ( 48.0crn) ♀ 爾 側
第三競 (46恥 rn) ♀ 爾 狽1
第四貌 8ヶ月胎児 t 右側ノミ
第五就 9ヶ月胎児 ♀ 爾 個『
第六競 9ヶ月胎児 t 雨 銀リ
第七競 10ヶ月胎児 ♀ 爾 領リ
第 ，Lf皮 9ヶ月胎見 合 雨 ilUJ 
第九競 (35.0cm) ♀ 爾 領t
第十競 9ヶ月胎児 ♀ 左側ノミ
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